
(4)産業別就業者数の推移

産業別就業者数の推移をみますと､第1次産業の就業者人口は平成2年の681人

(21.0%)から､ 15年後の平成17年には599人と減少し､その比率は20.5%となっ

ています｡

第2次産業も､平成2年の884人(27. 2%)から､平成17年には619人(21. 2%)に大

幅に減少しています｡
一方､第3次産業は､ 1, 682人(51. 8%)から15年後には1,695人(58. 0%)と

6.2ポイント増加しています｡中でも｢サービス業｣は882人(27.2%)から1,161

人(39.7%)-12.5ポイントも増加しています｡このことは､片品村の特徴である

観光業関係のサービス業に従事している人の増加傾向を示しており､その一方

で｢運輸･通信業｣は平成2年の238人(7.3%)から134人(4.6%)-2. 7ポイント減

少しています｡

片品村の産業別就業者数の推移

(単位:人､ %)

区分 剳ｽ成7年 剳ｽ成12年 剳ｽ成17年 剳ｽ成22年 

総数 �3,347 �3,090 �2,924 �2,640 

第一次産業 �688 �#�綯�615 ��偵��5.99 �#�絣�521 捧.c停���f���

農業 鉄s��17.1 鉄#"�16.9 鉄C"�18.5 鼎c"�17.5 

林業 ���R�3.1 涛��2.9 鉄��1.7 鉄2�2.0 

海業 ��"�0.4 �2�0.1 澱�0.2 澱�0.2 

第2次産業 �83-0 �#B繧�740 �#2纈�619 �#��"��5-l4≡ ��偵R�

鉱業 ��b�0.5 ��"�0.4 ��R�0.5 唐�0.3 

建設業 鉄c��17.0 鼎途�16.1 �3sR�12.8 �#ィ�10.8 

製造業 �#CR�7.3 �#3��7.5 �##��7.8 �##"�8.4 

第3次産業 �1,829 鉄B綯�1,735 鉄b���1,695 鉄や���1.592 售c��2�

電気.ガス.熱供給.水道 釘�0.1 免ﾂ�0.4 迭�0.2 釘�0.2 

運輸.通信業 ��#��3.9 ��cb�5.4 ��3B�4.6 �#�r�7.8 

卸売.小売業.飲食店 鼎#B�12.7 �3sr�12.2 �#cr�9.1 �##��8.4 

金融.保険業 �#B�0.7 �3��1.0 �#��0.7 ��R�0.6 

不動産業 �"�0.1 ���0.0 迭�0.2 澱�0.2 

サービス業 ��ﾃ�C2�34.1 ��ﾃ�Sb�34.2 ��ﾃ�c��39.7 ��ﾃ�C��39.7 

公務 涛��2.9 涛"�3.0 ���"�3.5 涛��3.4 

分類不能 �3 迭�0.i �"�臥ま∴ 励���13 ���ｳR�

資料:国勢調査｢各年10月1日現在｣

( 5)年齢階級別女子就業数の推移

女子の就業数推移を全体的にみると､就業総数は平成12年の1, 322人と比較し

て平成17年では1,316人とあまり大きな減少はみられない｡一方｢35-39歳｣で

は､平成12年の135人に対し100人-と35人減少しています｡ ｢30-34歳｣ ｢40

-44歳｣では逆に増加傾向を示しています

女性の年齢別労働力人口

(単位:人)

区分 兌ﾙ�ﾃyD��平成12年 兌ﾙ�ﾃ�yD��平成22年 

総数 ��ﾃC�"�1,322 ��ﾃ3�b�1,145 

15-19歳 ����13 �#��4 

20-24歳 �����68 鉄r�38 

25-29歳 都R�94 都"�53 

30-34歳 ��#2�78 塔��61 

35-39歳 ��C2�135 �����98 

40-44歳 ��s��154 ��c��100 

45-49歳 ��s��186 ��Sb�149 

50-54歳 ��#��168 ��s��147 

55-59歳 ��cb�102 ��cb�173 

60-64歳 ��3"�129 涛b�133 

65歳以上 ���"�195 �##��189 

資料:国勢調査｢各年10月1日現在｣

(女性就業数の推移)
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屠2静　床育サーとつての顔冴

1.片品村保育状況

村内には3カ所の保育所があり､平成26年10月1日現在の入所児童数は合わせ

て104人となっています｡ 3カ所の保育所とも定員割れとなっております｡

(単位:人)

施設名 �?ﾂ���初日在籍入所児童数 劔劔�X什�B�
0 ���2 �2�4 迭�計 ��8ｴｹ�X蹴���ﾘｼ�4儖��ﾘｼ��X醜/��劔O��ﾘｼ���X蹴�

定 員 俐��髓�歳 児 俐��髓�歳 児 俐��髓�歳 児 刳ﾜむ) 

施 読 長. 兢ｲ����m｢�贅�調 理 負 等 佗b�煤 i 日 士 �+ｲ�,ﾂ��ﾂ�

片品保育所 塔��0 �"�20 ��"�16 ��B�64 ���8 �2�12 ���- 

片品北保育所 �3R�0 �"�3 途�7 唐�27 ���2 �2�6 ���1 

片品南保育所 �3R�0 �"�4 �"�3 �"�13 ���3 ���5 ���1 

計 ��S��0 澱�27 �#��26 �#B�104 �2�12 澱�23 �2�2 

資料:保健福祉課｢平成26年10月1日現在｣

2.平成2 6年保育所情報

(単位:人)

区分 剳ﾐ品保育所 兢�V冉ｹ]ｸ支��片品南保育所 

設置者 剳ﾐ品村 

定員 �80 �3R�35 

_施 読 丶ｩ�ﾒ�S37.6 �3CR�2�S46.6 

敷地面積 �"ﾃ#�2���ﾓ"�2,627.97m2 �"ﾃ都����ﾓ"�

建築面積 塔3ゅ��ﾓ"�657.52m2 田Cゅ�&ﾓ"�

入 所 数 �?ｸ髓�0 ���0 
1.2歳児 ��2�7 迭�

3歳児 �#r�6 湯�

4歳児以上 田2�22 ��b�

保育時間 �8:00-16:00(8:00-17:15) 

資料:保健福祉課
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3.保育事業の現状と課題

村内には3カ所の保育所のほか､児童館があり､スキー場､民宿などの観光業

に従事する村民のために､地域に即した保育を進めてきました｡

しかし､年々児童数の減少がみられる反面､ 0歳からの保育は行われていな

いなど､村民ニーズとの開きが出てきています｡保育時間､障害児保育､送迎

バスなども課題となっています｡

今後､少子化社会が進展することが予想され､ ｢子どもを健やかに生み､育

てる環境づくり｣は重要な課題で､保育所をはじめ児童館などの児童福祉施設

が地域における子育て支援の拠点としての役割を果たしていくことが求められ

ています｡

区分 剳ｽ成 兌ﾙ�ﾂ�平成 兌ﾙ�ﾂ�平成 兌ﾙ�ﾂ�平成 兌ﾙ�ﾂ�･平成 兌ﾙ�ﾂ�17 ����19 �#��21 �#2�23 �#B�25 �#b�

午 佻��午 佻��午 佻��午 佻��午 佻��

保育所数 (-き地含む) �4 �2�3 �2�3 �2�3 �2�3 �2�

保育所定員数 �240 �#���210 �#���210 �#���210 ��S��150 ��S��

入所児童数 �187 ��S��150 ��3r�122 �����112 ���2�113 ���B�

入所率 都r纈�75.7 都�紕�65.2 鉄ゅ��51.4 鉄2�2�68.7 都R�2�69.3 

摺測-き地保育所/平成18年3月31日施設廃止若君::諾慧漂呂慧芳 

(保育所定員と入所児童数の推移)
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鎌田児童館利用者数

珍-保育所定男教

本入所党塞敦

(単位:人)

区分 兌ﾙ�ﾃ#�D��平成22年 兌ﾙ�ﾃ#9D��平成24年 兌ﾙ�ﾃ#YD��

鎌田児童館 ��2ﾃ3�"�12,805 ���ﾃ�SB�8,798 ���ﾃ�sR�

資料:鎌田児童館
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ー夢3節　学密教育の冴冴

1.小学校児童数の状況

村内には4校あった小学校が平成26年度から3校､平成28年度からは1校となり

ます｡通学児童数は減少傾向を示し､合計でみると平成22年の281人から平成

26年の206人-75人の減少となっています｡

(単位:クラス､人)

小学校 兌ﾙ�ﾃ#)D��兌ﾙ�ﾃ#9D��兌ﾙ�ﾃ#ID��兌ﾙ�ﾃ#YD��兌ﾙ�ﾃ#iD��
苧級数 倬�;i�B�苧級数 倬�;i�B�苧級数 倬�;i�B�挙級数 倬�;i�B�苧級数 倬�;i�B�

片品小学校 途�174 途�163 途�143 途�128 途�160 

片品北小学校 澱�47 迭�57 迭�40 澱�44 辻�- 

片品南小学校 迭�42 澱�45 澱�38 澱�31 澱�34 

武尊根小学校 �2�19 �2�15 �2�12 �2�ll 迭�12 

計 �#��282 �#��280 �#��233 �#"�214 ����206 

資料:学校基本調査｢各年5月1日現在｣

(児童数の推移)
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2.中学校生徒数の推移

村内の中学校は1校です｡中学校の生徒数も平成22年の161人から平成26年の

147人-減少傾向となっています｡

(単位:クラス､人)

中学校 兌ﾙ�ﾃ#)D��兌ﾙ�ﾃ#9D��兌ﾙ�ﾃ#ID��兌ﾙ�ﾃ#YD��兌ﾙ�ﾃ#iD��
苧級数 ��i6ｹ�B�苧級数 ��i6ｹ�B�苧級数 ��i6ｹ�B�苧級数 ��i6ｹ�B�苧級数 ��i6ｹ�B�

片品中学校 途�161 途�169 途�164 途�155 途�147 

資料:学校基本調査｢各年5月1日現在｣

(生徒数の推移)
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_夢4節　今#予J好きノれる倣び保育必要量

今後予想される児童数については､平成2 7年度から平成3 1年度まで年平均1 0人

程度減少していくことが予想されます｡

0歳 ���(ﾜ��3-5歳 澱ﾓ緯��9-11歳 俘xﾇb�

平成27年度 ����ﾂ�39人 田��ﾂ�84人 塔i�ﾂ�297人 

平成28年度 ����ﾂ�40人 田Y�ﾂ�73人 涛Y�ﾂ�291人 

平成29年度 ��y�ﾂ�37人 鉄��ﾂ�77人 塔)�ﾂ�271人 

平成30年度 ��Y�ﾂ�35人 鉄��ﾂ�69人 塔I�ﾂ�261人 

平成31年度 ��i�ﾂ�32人 l 鉄��ﾂ�65人 都9�ﾂ�244人 

平成27年度
i

妻 平成28年度　　平成29年度　　平成30年度　　平成31年度
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ヰ児童数

-0歳

I-僚こし二､ 1 ･2歳
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今後の人口､保護者の要望等から推計した保育必要量については以下のとおりです｡

村内3カ所ある保育所入所定員の合計は1 5 0人であり､保育必要量を十分に満たし

ています｡

･ 1号認定(3歳以上幼稚園) ･ 2号認定(3歳以上保育園) ･ 3号認定(3歳未満保育園)

保育必要量の見込み 劔刳m保方策 

平成27年度 ��ﾘiDi.��9�ﾂ�2号認定 66人 �8ﾘiDi.��#��ﾂ�必要量 89人 ��兢ｸ孜|｢��S��ﾂ�特定教育.保育施設 教育ニーズ 0人 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�ci�ﾂ���S��ﾂ�1号認定 0人 �(ﾘiDi.������ﾂ�3号認定 50人 

平成28年度 ��ﾘiDi.��9�ﾂ�2号認定 62人 �8ﾘiDi.��#��ﾂ�必要量 85人 ��兢ｸ孜|｢��S��ﾂ�特定教育.保育施設 剪�教育ニーズ 0人 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�c)�ﾂ���S��ﾂ�1号認定 0人 �(ﾘiDi.������ﾂ�3号認定 50人 

平成29年度 ��ﾘiDi.��9�ﾂ�2号認定 55人 �8ﾘiDi.��#��ﾂ�必要量 78人 ��兢ｸ孜|｢��S��ﾂ�特定教育.保育施設 剪�教育ニーズ 0人 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�SY�ﾂ���S��ﾂ�1号認定 0人 �(ﾘiDi.������ﾂ�3号認定 50人 

平成30年度 ��ﾘiDi.��)�ﾂ�2号認定 56人 �8ﾘiDi.���y�ﾂ�必要量 75人 ��兢ｸ孜|｢��S��ﾂ�特定教育.保育施設 剪�教育ニーズ 0人 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�Si�ﾂ���S��ﾂ�1号認定 0人 �(ﾘiDi.������ﾂ�3号認定 50人 

平成31年度 ��ﾘiDi.��)�ﾂ�2号認定 56人 �8ﾘiDi.���y�ﾂ�必要量 75人 ��兢ｸ孜|｢��S��ﾂ�特定教育.保育施設 剪�教育ニーズ 0人 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�Si�ﾂ���S��ﾂ�1号認定 0人 �(ﾘiDi.������ﾂ�3号認定 50人 

三善星言責重責墨書葦蔓妻妻妾害毒蔓毒毒蔓暮雲裏書蔓蔓要害重し

0　06　41　1

021

0　0　00　8　61

0　0　04　2

保育必要量の確保

覗増車-2号･ 3号認定確保量

碑保育必要量
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